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2030年電源別発電コスト検証計算結果（2021年7月12日）

電源 コスト 円/kwh 設備利用率 稼働年数 （参考）＊

政策費含 政策費不含 % 年 円/kwh

石炭火力 13後半～22前半 同左 70 40 16.1

LNG火力 10後半～14前半 同左 70 40 14.9

原子力 11後半 10前半 70 40 31.2

石油火力 24後半～27後半 同左 30 40 17.4

陸上風力 9後半～27前半 8前半～13後半 25.4 25
12.3

洋上風力 26前半 18前半 30 25洋上風力 26前半 18前半 30 25

太陽光（事業） 8前半～11後半 7後半～11前半 17.2 25
9.9

太陽光（住宅） 9後半～14前半 7後半～13後半 13.8 25

小水力 26前半 22前半 60 40
9

中水力 10後半 8後半 60 40

地熱 16後半 10後半 83 40 7.2

バイオマス混焼 14前半～22後半 13後半～22前半 70 40

バイオマス専焼 29後半 26後半 87 40 26.2

ガスコゼネ 9後半～10後半 同左 72.3 30 ＊：全エネ
検討、2030年
原発40年未満石油コゼネ 21前半～25後半 同左 36 30



2030年電源別発電コスト検証-PV, Nuke, 他 主要条件

2030電源コスト検証 (METI)
全再エネに至る検討（原）

2030年 2050年

太陽光
業務用設備費 9.4万円/kw (習熟：4.4万円/kw）

6.4万円/kw 6.4万円/kw
住宅設備費 17.3万円/kw (習熟：10.2万円/kw)

風力

陸上設備費
18.4～31.2万円/kw
(習熟：12.5～16.5万円/kw)

20万円/kw 18万円/kw
洋上設備費

50.7万円/kw+廃棄費5%（着床式）
(2030年規模：350Mw)

設備費 40万円/kw 100万円/kw

原発

廃炉費 750億円/基 1200億円/基

追加安全費用 2000億円/基 福島対応費、再処理費、最終処分費、

廃炉費、核燃料リサイクル費、追加安全対

策費、政策費 (合計:118.8兆円）損害対応費 15.7兆円 (従来23.8兆円から減額)

発電量 224.25Twh/y (36基) 123.1Twh/y (40年) 32Twh/y (60年)

燃料費

石炭 102 $/t 60 $/t 40 $/t

LNG 9 $/MMBTU 12 $/MMBTU 9 $/MMBTU

石油 77 $/B 40 $/B 35 $/B

変動調整 揚水発電対応(Battery無し)                                          Battery対応
(6.95千円/kwh)

Battery対応
(5千円/kwh*0.3)



特記事項

• 洋上発電の規模が小さすぎる。
着床式で50万円/kwだが、浮体式で40万円/kwの報告有り。
（産業競争力懇談会、「革新的洋上風力発電システム」 2021,Feb.,12th)

• 原発のコストは大部分が固定費であり、稼働状
況によりコスト単価は大幅に変わる。

稼働を36基と置いても、PVより高コスト。
• 2030年はまだPV、WTの規模は小さく、揚水発電
で変動は吸収するとの事。

• Batteryで変動吸収を行う状況を実現させて、
Batteryのコストを下げていくべき。

• この時、VPP（VSG等）も実現させるべき。


